
 

マニフェストの作成は、主に、それぞれの分野の政策に明るい議員が集まっ

て行ないます。当時、私は農林水産と厚生労働に関与することが多く、コメ農

家を含む、戸別所得補償政策や、医療崩壊阻止のための施策の策定にあたって

いました。 

こうやって策定されたマニフェストの「芽」が、最終的に党幹部の協議で取

捨選択され、また、肉付けされてマニフェストとなるわけです。衆議院の総選

挙は、いつ来るかわからないので、この「芽」の状態でストックされ、解散し

てから選挙に強い党幹部と、参議院議員で最後の詰めが行なわれます。候補者

になる者は、完成したマニフェストが送付されることをもって、最終結果を知

ることになるわけです。 

ですから、例えば「こども手当、月 26000 円」は、マニフェストが送付さ

れてきて、私が初めて知った項目でした。財源捻出の方法が「無駄使いの削減」

で、6 兆円近い財源を賄うと言う内容は、少し厳しいかなと思いつつも、これ

を目標に削減して行かねばならないだろうと、決意したものです。 

「政権に就いて、長年自民党政権がひた隠しにしてきた帳簿を見てみなけれ

ば、財源があるかないか正確な数字はわからない」と思っていました。 

そうして、2009 マニフェストをもとにした総選挙が始まり、政権交代した

のでした。 

政権交代後の運営については次号で書きたいと思います。 
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先進医療と保険 

名古屋市北区の陽子線治療センターで、2 月２５日、がんの治療が始まりました。 

陽子線を使ったがんの治療施設は、東海三県では初めてです。当面は、前立腺がん 

のみ対象ですが、夏ごろには肺がん、肝臓がんなどの治療も始まる予定です。 

陽子線治療などの先進医療技術は、厚生労働大臣の認可を受けて初めて治療費の 

一部に保険が適用されます。しかし、技術料はすべて自己負担となっており、治療に 

よっては、とても高額になることが、課題になっています。 

 

先進医療部分 
（陽子線治療費） 

一般治療部分 
（検査・診療・投薬・入院費等） 

全額自己負担 

2,883,000円 

 

保険給付分（７～９割） 

自己負担分（１～３割） 

 

 

名古屋陽子線治療センターの場合。 
一部、助成を受けられる場合もあります。 

 

名古屋陽子線治療センタ
ーは、まだ先進医療施設と
して認可されておらず、一
般治療部分も 10 割負担で
すが、名古屋市が、通常、
保険適用される部分を補
助しており、実際の負担額
は保険適用後と変わらな
いものとなっています。 

※高額療養費制度の適用も

あります。 


